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～本物志向・未来志向のひとづくりのために～ 
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○個性豊かな 新しい文化の創造 

○次代の飯塚市を担う ひとづくり 
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Ⅰ はじめに                                  

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づき、教育委員会は、毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、その結果に関する報

告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表することとされています。 

 本報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果たすため

に、令和 4 年度の飯塚市教育委員会に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評

価を行った結果を、教育に関し学識経験を有する者の意見を付して、報告するものです。 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職

員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価

を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しな

ければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 

 

Ⅱ 飯塚市教育委員会について                          

 

〖組織、構成〗 

  都道府県及び市町村等に置かれる行政機関のひとつで、教育長及び 4 人の教育委員をも

って組織される合議制の執行機関であり、学校教育、生涯学習、文化等に関する事務を担

当しています。 

 

〖教育長の任命〗 

  市長の被選挙権を有するもので、人格が高潔で、教育行政に関し識見を有するもののう

ちから、市長が議会の同意を得て任命し、その任期は 3 年で、再任できることとなってい

ます。 

 

〖教育委員の任命〗 

  市長の被選挙権を有するもので、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有す

るもののうちから、市長が議会の同意を得て任命し、その任期は 4 年で、補欠委員の任期

は前任者の残任期間となります。また、委員は再任できることとなっています。 

 

〖運営等〗 

  教育委員会は、大局的な見地から教育行政の基本的方針を決定し、その方針決定を受け、

教育長が事務局を指揮監督して具体的な事務を執行する仕組みとなっています。 

 

〖飯塚市の教育委員会〗 

 

職 名 氏 名 現在の任期 

教育長 武井 政一 令和 5 年 4 月 11 日～令和 5 年 10 月 5 日 

委員(教育長職務代理者) 上田 敬子 令和 2 年 5 月 17 日～令和 6 年 5 月 16 日 

委員 大隈 恵子 令和 4 年 5 月 17 日～令和 8 年 5 月 16 日 

委員 髙石 双樹 令和 5 年 5 月 17 日～令和 9 年 5 月 16 日 

委員 安永 卓生 令和 3 年 5 月 17 日～令和 7 年 5 月 16 日 
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Ⅲ 教育委員の活動状況                             

 

１ 教育委員会会議 

教育委員会会議は、毎月 1 回の「定例会」と教育長が必要と認めたとき等に開催する

「臨時会」からなっており、付議案件及び懸案事項などの審議を行い、教育行政の方

針等を決定しています。 

 

 【令和 4 年度開催状況等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研修会等への参加状況 

教育委員会会議以外にも、例年多くの公式行事への参加、学校の訪問・意見交換会、

他市町教育委員との合同研修会など、様々な活動を行っています。主に教育委員会事務

局に案内や参加依頼があった研修会や、地域における様々な各種行事等へ参加していま

す。 

 

 ◇会議・研修会等への出席 

時 期 名 称 概 要 

令和 4 年 4 月 飯塚市立小・中学校管理職春

季研修会 

「本市が目指す学校教育」についての講話、「本

校における保幼小の円滑な連携・接続」につい

ての実践報告、「地域とともにある学校づくりの

推進」についての講話 

令和 4 年 8 月 令和 4 年度第 1 回飯塚市総合

教育会議 

「飯塚市教育施策の大綱」について 

① 開催回数：14 回（うち定例会 12 回、臨時会 2 回） 

 

② 付議件数等：議決事項・・・・・ 45 件 ※「参考資料」参照 

      報告事項・・・・・ 33 件 ※「参考資料」参照 

 

③ 主な付議案件 

○飯塚市文化施設活用検討委員会委員の委嘱 

○飯塚市学校運営協議会委員の任命 

○飯塚市立学校管理規則の一部を改正する規則 

○飯塚市立子ども図書館整備等検討委員会設置要綱の制定 

○飯塚市給食運営審議会委員の委嘱又は任命 

○損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解 

○飯塚市教育職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

○令和 5 年度教育に係る当初予算 

○飯塚市教育委員会が管理する個人情報の保護に関する法律施行規則 

○教育財産の用途廃止                        etc 
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令和 4 年 9 月 令和 4 年度筑豊教育事務所管

内市町村教育委員、社会教育

委員等人権同和教育研修会 

「学校・地域における人権尊重の視点」～自他

の人権を守る実践行動にむけて～ 他 

令和 4 年 10 月 令和 4 年度第 2 回飯塚市総合

教育会議 

「飯塚市教育施策の大綱」について 

令和 4 年 11 月 令和 4 年度福岡県市町村教育

委員会教育委員研修会 

福岡県教育委員会主要施策と市町村教育委員会

の役割  

令和 5 年 1 月 令和 4 年度第 3 回飯塚市総合

教育会議 

「飯塚市教育施策の大綱」について、児童虐待

に関する本市の組織体制について 

令和 5 年 1 月 飯塚市立小・中学校管理職冬

季研修会 

「ICT 教育推進モデル校」による実践発表、

「教育 DX の推進」についての講話 

 

 ◇学校訪問・行事等への出席 

時 期 名 称 概 要 

令和 4 年 4 月 小学校・中学校入学式 
市立小学校 19 校 

市立中学校 10 校 

 令和 4 年 4 月 

～令和 5 年 3 月 

定例校長会議 

臨時校長会議 

円滑な学校運営を図るために、様々な教育課題に

ついて協議 

令和 4 年 7 月 

令和 4 年 10 月 
学校訪問 

飯塚東小学校など各小中学校を訪問、授業視察等

を踏まえ学校運営等についての意見交換 

令和 4 年 11 月 
令和 4 年度第 6 回プログラミ

ングコンテスト 

市内小中学校の参加チームによるプログラミン

グ学習の成果発表（コンテスト） 

令和 4 年 11 月 
第 17 回令和 4 年度小中一貫

教育全国サミット in 飯塚 

「未来を切り拓く資質・能力を育成する小中一貫

教育の創造」を大会テーマに掲げ、市内実践報告

校における公開授業等、分科会、全体会を開催 

令和 4 年 11 月 
第 8 回古代山城サミット 

飯塚大会 

古代山城が存在する自治体同士の連携・交流を図

り、山城を活用した地域おこし・まちづくりを推

進するためのサミットを開催 

令和 5 年 3 月 小学校・中学校卒業式 
市立小学校 19 校 

市立中学校 10 校 
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Ⅳ 令和 4 年度事業評価                             

 

１ 点検・評価について 

（１）点検・評価する事業の対象 

    飯塚市教育施策要綱に掲げる主要施策を達成するために取組んだ、主な事業を対象と

しています。 

（２）点検・評価の方法 

    （１）に係る事業ごとに、必要性、効率性、公平性の観点からその達成度について、

それぞれの所管課・部署が自己評価を行い、点検・評価の客観性を確保するために第三

者の方々に外部評価をいただきました。 

外部評価については、教育に関し学識経験を有する者で、公正な意見を述べることが

期待できる人を想定し、教育系大学の教授と元小学校校長、計 2 名の方に評価をいただ

きました。また、事業ごとに評価者と各所管課との間でヒアリングを実施し、各事業の

達成度や成果等について意見聴取を行いました。 

この点検・評価においては、事業ごとにその達成度・成果等に応じて、評価者 2 名の

合議のもと、Ａ（達成している）、Ｂ（概ね達成している）、Ｃ（課題がある）、Ｄ（事

業見直しが必要）で評価しています。 

（３）結果の取扱い 

   評価の高い事業は引き続き実施し、評価の低い事業については課題や問題の解決を行

うと同時に、事業の見直しについても検討していきます。 

 

 

２ 全体評価結果 

（１）全体集計結果 

    飯塚市教育施策要綱に掲げた主要施策を達成するために、令和 4 年度に実施した事

業の中で、事業の必要性や継続性等の観点から学校教育分野で 5 事業、社会教育分野

で 5 事業の計 10 事業の選定を行い、外部評価者より評価をいただきました。 

その結果、目標達成度は次の表のとおり、「Ａ 達成している」が 3 事業で 30％、「Ｂ 

概ね達成している」が 6 事業で 60％、「Ｃ 課題がある」が 1 事業で 10％、「Ｄ 事業見

直しが必要」は 0 事業でした。 

 

 ≪評価結果集計表≫                     （  ）内は率 

   評価 

区分 

Ａ 

達 成 

Ｂ 

概ね達成 

Ｃ 

課題がある 

Ｄ 

要事業見直し 
全 体 

学校教育 1 3 1 0 5 

社会教育 2 3 0 0 5 

計 
3 

（30％） 

6   

（60％） 

1 

（10％） 

 

（－） 

10 

（100％） 
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（２）外部評価講評 

 □ 福岡教育大学 特命教授  森 保之 

学校教育分野について、ICT の活用による効果的な学習の推進として、「ICT を活用し

た不登校支援」の取組が示されていますが、不登校児童生徒の学びの保障や学習意欲の

維持向上のため、一人 1 台端末の活用は大いにやるべきことと考えます。実際に ICT の

活用によって､授業や学校行事の様子を配信することで、自宅や別室で授業や学校行事に

参加することが可能になるし、デジタルドリル等の活用では、子どもの状況に見合った

学びも展開できます。現在、令和の日本型学校教育の構築を目指して、全ての子どもた

ちの可能性を引き出す､個別最適な学びと協働的な学びの実現が求められ、その実現のた

めには、ICT の活用は必要不可欠なものになっています。ICT の活用により､学習履歴（ス

タディ・ログ）を活用した個に応じた指導の充実も図られています。今後は、更に不登

校支援に限らず、多方面で ICT の効果的な活用をめざしてほしいと思います。学校給食

の充実として、「JA 等と連携した地産地消の推進」の取組が示されています。「いいづか

の台所」の取組や 5 年生を対象とした農業体験学習の実施等がなされ、大変素晴らしい

取組として評価できると思います。但し、課題でもあるように、子どもたちが地産地消

等について関心をもてるように、もっと食育指導の充実を図る必要があります。教員の

資質能力の向上として、「教職員育成指標に基づいた人材育成の推進」では、飯塚市独自

に、校内で OJT の手法を活かした「飯塚市人材育成計画シート」を活用して、若年教員・

中堅教員の人材育成を進められています。特に、人材育成モデル校を小学校 2 校、中学

校 1 校指定し、年 2 回、人材育成協議会を開催し、モデル校での取組の成果と課題を市

内の学校で共有するなど組織的な取組を進められていることは、高く評価できます。継

続して人材育成を図ってほしいと思います。学校施設の環境整備として「学級編制の標

準の引き下げによる普通教室整備の推進」では、現行の 40 人から 35 人に引き下げられ

ました。経過措置として令和 3 年度は第 2 学年、令和 4 年度は第 3 学年と学年進行で段

階的に 35 人へと引き下げられています。児童数の推移を予測しながら計画的に進めてい

かなければなりませんが、特別支援学級の数が年々増加しているために､小学校単位で数

年先の教室数を計画することが困難になっています。そういう状況の中で、特別教室等

を普通教室にするなどの工夫をしながら目標値に近づく努力をされていることがうかが

えます。自分らしい生き方を求め実現していく教育の推進として、「子どもたちの夢・未

来を育む体験型キャリア教育事業」が推進されています。具体的には、「本物志向・未来

志向」のキャリア教育を目指し、地域・社会、企業、学校が連携し、効果的なキャリア

教育を推進していくために、公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本の学習プログ

ラムを導入し､リアルで実践的・体験的な学習活動を行うことで､学校の学びと将来の仕

事や社会生活をつなぐようにされています。令和 4 年度は、令和 5 年度からの本格実施

を見据えた、試行実施の年で、穂波庁舎 3 階の生涯学習広場に設営された体験学習施設

で、試行実施が行われました。成果と課題を整理し、令和 5 年度からの本格実施に繋げ

てほしいと思います。 

社会教育分野について、「様々な学びの機会や情報提供の充実」の取組として「中央公

民館市民講座、各種講座教室等の開催」が進められています。昨年度と比べて講座回数・

受講者数共に大幅に増加しています。中でも嘉穂無線ホールディングスとの包括連携協

定に基づく講座では、小学生を対象とした STEAM 教育講座が好評を得ていますが、こ

れから求められる教育課題でもあり、令和 5 年度も継続して実施される予定なので期待
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したいと思います。現代的・社会的な課題に対応した生涯学習等の推進として「社会教

育行政に係る審議会等の開催」については、3 つの附属機関（審議会）を開催し、それ

ぞれが関わる分野での意見具申を頂き､事業の活性化や円滑な運営に反映をさせている

ことは、高く評価できます。文化の振興・文化財の普及啓発として「企画展の開催」は、

飯塚市の歴史や文化についての理解を深めてもらい、また、歴史資料館の魅力を知って

いただくためにも重要な取組です。令和 4 年度、新たな企画（嘉穂劇場関係資料の展示

公開等）をするなど様々な分野の展示を紹介する企画展を実施し、入館者数の増加も図

られています。今後も工夫された企画展の開催により、飯塚市の歴史や文化についての

理解を深めていただきたい。文化財の保存・継承・活用では、「嘉穂劇場保存・整備事業

の実施」が取り上げられています。「劇場の耐震調査についての地質調査及び現地調査の

実施」、「劇場保存活用計画」、「劇場管理地の取得」、「劇場の活用に係る答申」等につい

て､丁寧に計画に沿って進められています。今後も文化財として保存すると共に､公共施

設として活用するための整備を行い､劇場の保存活用を図っていただきたいと思います。 

全体的には、「丁寧で適切に実施されている」と評価することができます。今後の更な

る充実を期待します。 

 

 

□ 元小学校校長  森山 一昌 

学校教育分野において、「ICT を活用した不登校支援」では，不登校の児童生徒の学習

に ICT を活用する取組は学力保障という視点から評価できます。今後は、ICT の活用が

不登校の児童生徒の支援に有効であるのかを検証しながら支援体制づくりを進めていた

だきたい。「JA 等と連携した地産地消の推進」では、いいづかの台所などの特色ある取

組が行われており評価できます。学校給食を通じた食育は、いいづかの台所などの資料

を作成配布するだけでなく、学校現場との連携を密にすることが必要です。民間委託先

の選考に当たっては、今後とも食育推進への対応にも考慮して実施していただきたい。

「教職員育成指標に基づいた人材育成の推進」では、市独自の人材育成計画シートを作

成し OJT の手法を活かした人材育成の取組をモデル校で実施したのは評価できます。今

後は、モデル校の成果と課題を明らかにするとともに、今以上にメンターとメンティー

の対話を大切にした取組が各学校で実施できるよう努力していただきたい。「学級編制の

標準の引き下げによる普通教室整備の推進」では、特別教室を普通教室にする対応は、

緊急的な対策としてやむを得ないことと思われます。このような情況が長く続くようで

あれば、学校現場・保護者・学童保育関係者等の声を十分に聴いて対応していただきた

い。「子どもたちの夢・未来を育む体験型キャリア教育事業の推進」では、地域社会・企

業・学校が連携し、キャリア教育が推進されていることは、高く評価できます。今後は、

人材（市民・保護者のボランティア等）の確保が課題になると思われますが、これから

の本市のキャリア教育の更なる充実を期待します。 

社会教育分野において、「中央公民館市民講座、各種講座教室等の開催」では、STEAM

教育の取組が実施されていることは評価できます。目標値を新型コロナ前の平成 30 年度

に回復させることとしているが、目標値を前年度の数値を基準にする等、今後は目標値

の設定について工夫されることを期待します。「社会教育行政に係る審議会等の開催」で

は、3 つの附属機関の会議の開催だけが目的であれば、設定されたような目標値になっ

てしまうのはやむを得ないと思います。今後は、社会教育行政の発展と推進のために、
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前年度の意見・要望の解決率を目標値とする等の工夫が必要ではないかと思います。「企

画展の開催」では、春夏秋冬にテーマを設定し工夫された企画展が実施されており高く

評価できます。目標値も来館者数だけではなく、アンケートで満足度を把握しているこ

とについて評価できます。今後も市民のニーズを捉えた企画展を期待します。「嘉穂劇場

保存・整備事業の実施」では、目標値と取組状況・成果・目標値との対比の内容から、

事業の取組が着実に実施されていることが分かり、高く評価できます。嘉穂劇場が安定

した運営を行えるよう保存整備がされることを期待します。「子どもたちの夢・未来を育

む体験型キャリア教育事業の推進」では、「スチューデント・シティ」と「ファイナンス・

パーク」の体験学習は価値ある取組であると思います。このような取組は、学校の教職

員だけでは実施できるものではありません。多数の市民ボランティアの協力が欠かせな

いと思います。今後は、早急に市民ボランティアの募集方法の工夫やボランティア育成

のプログラム作成をする必要があると思います。また、本事業の内容を児童生徒に周知

するとともに保護者にも周知し学習内容を理解していただく取組も必要だと思います。 
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３ 取組施策別評価結果 

 

  ※「№」は「事務事業に係る点検・評価一覧表」のシート№ 

※「事業等」は「事務事業に係る点検・評価一覧表」の取組施策等 

※「所管課」は事業等を行った担当部署 

※「意見等」はヒアリングにおける評価者 2 名の意見等 

※「評 価」・・・・A (達成している)  B (概ね達成している) 

                C (課題がある)    D (事業見直しが必要) 

 

 

 

（（１１））学学 校校 教教 育育  

  

☆ICT の活用による効果的な学習の推進 

ICT を活用した新たな学びの研究・実践を推進します。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

1 
ICT を活用した不登

校支援 
学校教育課 

ICT を活用した取組が進んでい

ることは、評価できる。ICT の学

習支援は、担任のみではなく、ICT

補助員などの支援員がいないと体

制が進まない。教育委員会の支援

が不可欠である。どの学校でも活

用できるように進めていただきた

い。 

ただし、ICT による学習支援は、

学校に行かなくても授業に参加す

ることができるため、不登校児童

生徒が増える危険性もある。この

ような新たな課題についても共有

しながら、不登校児童生徒の社会

的自立のきっかけとなるように

ICT を活用して欲しい。 

目標値を「不登校児童生徒への

学習支援に ICT を活用した学校数 

29 校」としているが、事業の目標

は不登校支援である。教育委員会

は、ICT を活用したことで、不登

校児童生徒にどのような変化が見

られたか、各学校から情報を集約

するべきだと考える。ICT を活用

した不登校支援の有効性について

検証した上で、さらなる ICT の整

備や支援体制づくりを行っていた

だきたい。 

 

B 

 

 

 

 

表 

の 

見 

方 
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☆学校給食の充実 

安全・安心な給食の提供に努めるとともに、献立内容の工夫・改善や給食指導の充実

等により学校給食を通じた食育を推進します。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

2 
JA 等と連携した地産

地消の推進 
学校給食課 

飯塚ならではの特色ある取組

（いいづかの台所など）、が行われ

ており評価できる。このような資

料を使って、地元飯塚のことを学

ぶことは価値があると思われる。 

ただし、資料を作成し学校で配

付するだけでは、取組は浸透しな

い。給食委員会など、子どもたち

が積極的に関わっていくように、

働きかけていくことが食育の推進

に繋がっていくのではないか。 

地産地消の話題を取り入れた学

級活動や学校行事等、各学校のや

り方で、食育が浸透できるように、

学校との密な連携が必要である。 

目標値についても、実施に関す

る目標だけでなく、主要施策であ

る「食育の推進」を考えた内容に

検討するべきだと思われる。 

 

B 

 

 

☆教員の資質能力の向上 

児童・生徒の教育において直接の担い手である教員の効果的な研修及び支援体制
の充実を図り、教員の資質能力の向上に努めます。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

3 

「教職員育成指標」に

基づいた人材育成の

推進 

学校教育課 

市全体で組織的に行われている

取組であり、先進的で評価できる。

今の学校には、必要不可欠な取組

であると考える。 

人材育成の基本は、教職員どう

しの対話である。「人材育成計画シ

ート」は、メンターとメンティー

の両方の育成を考えると、メンタ

ーとメンティーが、それぞれに記

入できるような形式に見直しをす

る必要があると思われる。それに

より、メンターとメンティーの対

話が生まれることになる。シート

の改善により、事業の効果が期待

できる。 

また今後は、メンタリングにつ

いても、１対１だけではなく、複

数メンタリングの導入について、

モデル校等で行うことを検討して

いただきたい。 

 

B 
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☆学校施設の環境整備 

将来的な人口減少による教育施設の需要や財政状況の変化等を踏まえ、学校施設
に求められる機能、性能を確保するため、ファシリティマネジメントの視点をもち、
安心して学べる教育環境の計画的整備に努めます。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

4 

学級編制の標準の引

下げによる普通教室

整備の推進 

教育総務課 

特別教室を普通教室に変更する

ことは、特別教室を本来の目的と

は異なる使い方をしていることと

なる。特別教室で行う授業を普通

教室で行うことは、学習内容に支

障をきたすのではないか。保護者、

学校現場、地域の声を十分に聴い

て、子どもたちの教育の保障につ

いて考えていただきたい。 

また、増加傾向にある特別支援

学級についても、施設環境は、特

別支援教育に大きな影響を与える

ため、重要な視点として考えて欲

しい。 

目標値についても、「必要な教室

数の確保」としているが、数の問

題だけでなく、教育的な配慮を含

めた目標値を考えるべきではない

か。 

現状では、児童数の予測が難し

く、特別教室を普通教室にする対

応は、緊急的な対策としてはやむ

を得ないと思われる。しかし、こ

の状況が今後何年も続くようであ

れば、プレハブ教室の設置等の対

応も考えて欲しい。 

 

C 

 

 

☆キャリア教育の推進 

  子どもたちが将来を豊かに生きていけるよう、それぞれにふさわしいキャリアを形成
していくために必要な意欲・態度や能力を育てるキャリア教育を推進します。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

5 

子どもたちの夢・未来

を育む体験型キャリ

ア教育事業の推進 

学校教育課 

モデル校での実施をもとに取組

が進められており評価できる。 

成果については、「プログラムの

有効性について確認した」と記載

されているが、具体的な数値等で

記載していただきたい。 

令和 5 年度から全校で実施され

るにあたり、人材（企業・市民・

保護者）の確保等がこれからも課

題となる。試行したデータを活か

せるように、しっかりとした計画

のもと、持続可能な取組となるよ

う進めて欲しい。 

 

A 
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（（２２））社社 会会 教教 育育  

  

☆様々な学びの機会や情報提供の充実 

  ライフステージに応じた学びの機会や情報の提供等により、学習意欲を喚起するとと
もに、地域と協働し、様々な事業の推進と充実を図ります。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

6 

中央公民館市民講座、

各種講座教室等の開

催 

生涯学習課 

成果で記載されている STEAM

教育講座は、国などでも進められ

ており、子どもの関心も強い講座

である。すべての公民館で実施さ

れており、今後も続けていただき

たい。 

目標値については、開催教室回

数と受講者数をコロナ前の平成 30

年度の数値に回復させることとし

ているが、受講者数を増やす目標

ならば、多人数の講座を実施すれ

ば良いことになる。STEAM 教育

講座が好評を得ているように、講

座については、内容も大切である。 

例えば、目標値を前年度の数値

と比較することで、講座内容の評

価や分析がしやすいのではない

か。目標値については、再度検討

していただきたい。 

 

B 

 

 

☆社会教育施設の整備・運営 

   社会教育施設・設備の整備を図り、事業内容の工夫や改善等を行うことで、社会教
育行政の発展と促進に努めます。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

7 
社会教育行政に係る

審議会等の開催 
生涯学習課 

社会教育委員の会の出席率が少

ないのではないか。少なくとも

70％の出席が必要だと思う。社会

教育委員の活動は、現在コミュニ

ティースクール等の活動も含め

て、非常に重要となっている。社

会教育委員のやりがいや必要性を

会の中で共有しないといけない。

筑豊教育事務所管内の他市町の取

組で参考にできるものがあれば取

り入れていただきたい。 

目標値は、会議開催回数と会議

出席者数だけであるが、目標値に

成果が反映されていない。前年度

の意見・要望の解決率を目標値と

する等、成果の内容と一致する目

標値を設定するなど今後検討して

いただきたい。 

 

B 
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☆文化財保護の普及啓発 

   歴史と伝統に培われた貴重な文化資源を永く後世に伝えるため、文化財保護活動の充実

や情報提供等、文化財に対する理解を深める施策を推進します。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

8 企画展の開催 文化課 

年に４回、その時々の話題等に沿

った企画展を実施されており評価で

きる。 

目標値として、来館者数だけでは

なく、アンケートの満足度を挙げて

いる点が良い。企画展は、内容が大

事なので、入館者に対するアンケー

ト等は、継続していただきたい。 

今後も市民のニーズを捉えた企画

展を実施して欲しい。 

 

A 

 

 

☆文化財の保存・継承・活用 

   文化財の保存・整備・活用を図るとともに、地域の文化や特色を伝承する民俗芸能の保

存・継承・活用に努めます。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

9 
嘉穂劇場保存・整備事

業の実施 
文化課 

目標等が具体的で、わかりやすく

設定されており、非常にていねいに

取組を進めていると感じる。 

目標も１つの視点だけでなく、複

数の視点から客観的に設定してある

点が良い。このまま継続して進めて

欲しい。 

 

A 

 

 

☆キャリア教育の推進 

  子どもたちが将来を豊かに生きていけるよう、それぞれにふさわしいキャリアを形成
していくために必要な意欲・態度や能力を育てるキャリア教育を推進します。 

№ 事業等 所管課 意見等 評 価 

10 

子どもたちの夢・未来

を育む体験型キャリ

ア教育事業の推進 

生涯学習課 

とても良い取組であるが、学校

の教員だけでは実施できない。ボ

ランティア登録者数の確保ができ

ないと進まない事業である。 

ボランティアの募集には、パン

フレット等の配付だけでは、活動

内容が伝わりにくい。現在検討さ

れている活動動画を作成し、募集

時に発信する方法は、効果的であ

ると思われる。実際に見ていただ

くことで、意識が変わってくる。

子どもだけでなく、保護者にも情

報を浸透させていかないと事業の

持続できない。 

 

B 
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事務事業に係る点検・評価一覧表（令和 4 年度実施） 

 

 

 

区 

分 

シート 

№ 
取組施策等 

評価 

結果 

 
 

学 

校 

教 

育 

１ ICT を活用した不登校支援 B 

２ JA 等と連携した地産地消の推進 B 

３ 「教職員育成指標」に基づいた人材育成の推進 B 

４ 学級編制の標準の引下げによる普通教室整備の推進 C 

５ 子どもたちの夢・未来を育む体験型キャリア教育事業の推進 A 

 
 

社 

会 
教 

育 

６ 中央公民館市民講座、各種講座教室等の開催 B 

７ 社会教育行政に係る審議会等の開催 B 

８ 企画展の開催 A 

９ 嘉穂劇場保存・整備事業の実施 A 

１０ 子どもたちの夢・未来を育む体験型キャリア教育事業の推進 B 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【学校教育分野】                   №  １    

対象年度 ４年度 所管課名 学校教育課 

１ 基 本 目 標 かしこく やさしく たくましい 子どもの育成 

２ 主 要 施 策 

1 確かな学力の育成 

1-2【ICT の活用による効果的な学習の推進】 

ICT を活用した新たな学びの研究・実践を推進します。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 ICT を活用した不登校支援 

(2)事業等の内容 

不登校児童生徒の教育機会の確保、学習意欲の維持・向上のた

め、1 人 1 台端末等の ICT の活用により、不登校児童生徒への支

援の充実を図るもの。市立小中学校の全ての普通教室にオンライ

ン配信用の端末を整備し、ICT を活用したオンラインによる学習

支援やコミュニケーション維持を推進する。 

登校できない児童生徒や登校しても教室に入れず一斉授業に参

加することが難しい児童生徒の学びを、ICT を活用して支援する。 

(3)事業等の目標値 不登校児童生徒への学習支援に ICT を活用した学校数 29 校 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

市立小中学校の普通教室に 1台の配信用パソコン(Chromebook)

計 410 台の整備により、各学校では、個々の児童生徒の状況に応

じて学習面の支援やコミュニケーションに ICT を活用している。

児童生徒の学習用端末に導入しているデジタルドリルは、児童生

徒のそれぞれのタイミングで、できる課題や好きな教科から取り

組ませることができるため、多くの学校が不登校児童生徒の学習

活動に取り入れている。 

 

【成果】 

ICT を活用することで、授業や学校行事の様子を配信すること

ができ、学校に行けない児童生徒や登校しても教室に入れず別室

で過ごす児童生徒も、自宅や別室で授業や学校行事に参加するこ

とが可能となった。また、これまでとは違った学習支援を行うこ

とで、児童生徒の学習意欲の向上にも効果が期待できる。 

 

【目標値との対比】 

デジタルドリルを活用した学校数   小学校 11 校／19 校 

   中学校  9 校／10 校 

※不登校児童生徒はいないと回答した学校数 小学校 7 校 

５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

不登校の要因・背景によっては、福祉や医療機関等と連携し、

家庭の状況を正確に把握した上で適切な支援や働きかけを行う必

要があるため、家庭と学校、関係機関の連携を図ることが不可欠

である。また、不登校児童生徒が学習に対する興味・関心が向上

するようなきめ細やかな支援が必要である。 

 

【今後の方向性】 

学校における支援の「未然防止」、「早期支援」、「長期化への対

応」等のそれぞれの段階において、ICT の効果的な活用を目指す。 

授業は教室という概念にとらわれず、全ての児童生徒の学習機会

が確保できる体制を構築していく。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【学校教育分野】                   №  ２     

対象年度 ４年度 所管課名 学校給食課 

１ 基 本 目 標 かしこく やさしく たくましい 子どもの育成 

２ 主 要 施 策 

3 健やかな体の育成 

3-2【学校給食の充実】 

安全・安心な給食の提供に努めるとともに、献立内容の工夫・改

善や給食指導の充実等により学校給食を通じた食育を推進します。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 JA 等と連携した地産地消の推進 

(2)事業等の内容 

学校給食は、月に 1～2 回、「いいづかの台所」として、飯塚産の

食材を市内すべての学校に取り入れている。また、JA からの支援

により無償で提供していただいている食材がある。 

「おいしい飯塚いただきます」事業（地産地消推進協議会）では、

地産地消及び食育推進という観点から、市内小中学校 4 校の 5 年生

を対象に農業体験学習を実施しており、児童が作ったお米のほか、

JA ふくおか嘉穂より地元農畜産物の無償提供を受け、おいしくて

安全安心な地場産食材を使った給食を全校生徒へ提供している。 

(3)事業等の目標値 
いいづかの台所実施 月 1 回×11 か月 

「食育推進計画」における学校給食での地元食材の占める割合 25％ 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

定期的な JA 等との会議を行うことで、収穫可能な地場産物を確

認し、月に 1 回、計画的に飯塚産の食材を学校給食に取り入れるこ

とが出来ている。 

 

【成果】 

「いいづかの台所」 

学校給食に JA より無償で提供していただいた食材については、そ

の都度生産者の顔写真や地場産の農畜産物についての説明を掲載

し、各学校へ配布しており、食と農のつながりを身近に感じること

で、食育及び地産地消への意識を高めている。 

 

「おいしい飯塚いただきます」 

収穫体験や農家とのふれあいの場を設けることで、食育の観点から

も重要な取り組みとなり、学校・家庭・地域の連携を図っている。 

また、このような取り組みは、完全給食を実施する公立小中学校及

び義務教育学校の学校給食調理施設を対象とした、令和 4 年度学校

給食における県産農林水産物利用状況調査（11 月）で、本市の利用

率が 30％を超え県内 10 番目という結果や、残食の発生率の減少に

もつながっていると思われる。 

 

【目標値との対比】 

 令和2年度 令和3年度 令和4年度 

「いいづかの台所」

実施数 
11 月 

(31 回) 
11 月 

(30 回) 
11 月 

(33 回) 

地元食材の占める

割合（品目ベース） 
19.8％ 18.4％ 18.9％ 
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５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

学校給食で、毎月地元産の食材を取り入れていることを児童生徒

へ周知するなどの啓発が、配膳カレンダーや献立表のみで行われて

おり、地元産の食材を使用していることを知らない児童生徒がいる

ことが考えられる。 

 

【今後の方向性】 

令和 5 年度は、「いいづかの台所」という資料を毎月作成し、地

産地消啓発を行う。 

また、各学校及び団体等と連携した学校給食を通じた食育推進を

引き続き実施し、民間委託での委託先の選考にあたっては、食育推

進への対応等も重点的に考慮し実施していく。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【学校教育分野】                   №  ３    

対象年度 ４年度 所管課名 学校教育課 

１ 基 本 目 標 かしこく やさしく たくましい 子どもの育成 

２ 主 要 施 策 

5 学校指導体制の整備 

5-1【教員の資質能力の向上】 

児童・生徒の教育において直接の担い手である教員の効果的な研

修及び支援体制の充実を図り、教員の資質能力の向上に努めます。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 「教職員育成指標」に基づいた人材育成の推進 

(2)事業等の内容 

「基礎・向上期」にある若年教員(2～3 年目)及び「充実・深化期」

にある中堅教員に対して、校内で OJT の手法を活かした「飯塚市

人材育成計画シート」を活用することにより、若年教員・中堅教員

に必要な素養や実践力の組織的・計画的な育成を図るもの。 

毎年度、小学校 2 校、中学校 1 校を「人材育成モデル校」として

指定し、年 2 回協議会を実施することにより、各学校における人材

育成の進捗状況及び成果と課題を把握して継続的・発展的に事業を

推進する。 

(3)事業等の目標値 
学校長における総括評価 A・B の割合が 90％以上 

※A：十分に達成、B：達成、C：もう一歩、D：さらに努力が必要 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

市立小・中学校の若年教員(2 年目 26 名、3 年目 26 名)及び中堅

教員(25 名)のメンティーが、学校教員育成指標の 4 つの視点に基づ

き、メンターによる日常的な OJT による指導が十分に図られてい

る。また、人材育成モデル校である小学校 2 校(鯰田小学校、片島

小学校)、中学校 1 校(筑穂中学校)において、10 月と 2 月に人材育

成協議会を開催し、各学校での進捗状況及び成果や課題の把握を行

った。 

 

【成果】 

人材育成計画シートを、育成対象となるメンティーがメンターと

相談し合いながら作成することで、教師として目指す姿が具体的に

なり、共有することができた。また、学校教員育成指標の 4 つの視

点があることによって、根拠を明確にした自己評価が可能となり、

「見つめる、挑む、振り返る」といった人材育成サイクルで、意図

的・継続的・計画的に育成していくことができた。 

 

【目標値との対比】 

 令和 4 年度 

A B C D 計 

若年教員 2 年目 5 19 2 0 26 

若年教員 3 年目 8 18 0 0 26 

中堅教員 16 9 0 0 25 

合 計(人) 75 2 77 

割 合(％) 97 3 100 
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５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

若年教員や中堅教員等が見通しをもち、大きな負担感を感じずに

取り組むことができるよう、計画的にスモールステップで研修を進

めることができる OJT の手法や体制を構築する。 

 

【今後の方向性】 

学校教員育成指標の 4 つの視点に基づいて実践を行った各教員の

記録をポートフォリオとして保存し、若年教員や中堅教員の伸びを

さらに実感させる。また、若年教員及び中堅教員を育成する本事業

を活用し、各学校で「チーム学校」として全職員で教員育成に関わ

っていく体制を再構築していく。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【学校教育分野】                   №  ４    

対象年度 ４年度 所管課名 教育総務課 

１ 基 本 目 標 かしこく やさしく たくましい 子どもの育成 

２ 主 要 施 策 

10 基本的施策を支える環境整備 

10—2【学校施設の環境整備】 

 将来的な人口減少による教育施設の需要や財政状況の変化等を踏

まえ、学校施設に求められる機能、性能を確保するため、ファシリ

ティマネジメントの視点をもち、安心して学べる教育環境の計画的

整備に努めます。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 学級編制の標準の引下げによる普通教室整備の推進 

(2)事業等の内容 

 令和 3 年度から小学校の学級編成の標準が引下げられ、現行の 40

人（第 1 学年は 35 人）から 35 人に引き下げられた。経過措置とし

て、令和 3 年度は第 2 学年、令和 4 年度は第 3 学年と学年進行によ

り段階的に 35 人へと引下げられる。それに伴い、普通教室数が不

足することが見込まれるため、教室の改修整備を行う。  

(3)事業等の目標値 当年度 3 月 31 日までに次年度の必要数の教室を確保すること。 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

令和 3 年 7 月より学校教育課や各小学校と現地確認、協議を行い、

12 月補正で対応している。令和 4 年度から、改修可能な教室数の確

認と 5 月 1 日の児童数及び学級数一覧を活用し毎月の児童数推移を

把握している。令和 5 年度以降の児童数増に向けて、該当する学校

関係者と協議を行い、予算確保に努めている。 

  

【成果】   

・令和 3 年度実施 

 鯰田小（普通教室 1 クラス） 片島小（普通教室 2 クラス） 

上穂波小（普通教室 1 クラス）椋本小学校設計 

・令和 4 年度実施 

椋本小学校大規模工事（普通教室 3 クラス、特別支援学級クラス) 

片島小（普通教室 2 クラス） 上穂波小（普通教室 1 クラス） 

 

【目標値との対比】 

 毎年 5 月 1 日及び 10 月 1 日基準日にて、児童数を把握し、12 月

補正で対応。当年度 3 月 31 日には、整備完了。 

５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

学校現場としては、特別教室等を普通教室へ変更しているため、

授業に支障をきたしている現状がある。また、特別支援学級の数が

年々増加しており、35 人学級の整備と合わせて、小学校単位で数年

先の教室数を計画することが課題である。 

 

【今後の方向性】 

児童の人数が不明の中ではあるが、早めに予測を行い、計画的に

施設改修することが必要である。また、今後、教室数の減少傾向が

見込まれた場合は、特別教室への再改修等が課題となる。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【学校教育分野】                   №  ５    

対象年度 ４年度 所管課名 学校教育課 

１ 基 本 目 標 次代の飯塚市を担う ひとづくり 

２ 主 要 施 策 

1 自分らしい生き方を求め実現していく教育の推進 

1-1【キャリア教育の推進】 

子どもたちが将来を豊かに生きていけるよう、それぞれにふさ

わしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を

育てるキャリア教育を推進します。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 子どもたちの夢・未来を育む体験型キャリア教育事業の推進 

(2)事業等の内容 

飯塚市がめざす子どもの姿を実現するため、「本物志向・未来志

向」のキャリア教育を目指す。地域・社会、企業、学校が連携し、

効果的なキャリア教育を推進していくために、社会のしくみと経

済の働きを正しく理解し、自らの意思で進路選択・将来設計をす

るための体験ができる公益社団法人ジュニア・アチーブメント日

本の学習プログラムを導入する。リアルで実践的・体験的な学習

活動を行うことで、学校の学びと将来の仕事や社会生活をつなぐ。 

(3)事業等の目標値 試行実施学校数 小学校 2 校 中学校 2 校 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

穂波庁舎 3 階の生涯学習ひろばに設営された、体験学習施設に

おいて、企業、市民・保護者ボランティアの協力のもと、令和 5

年度からの本格実施を見据えた試行実施を行った。 

 

【成果】 

①児童・生徒・教師の感想や姿から、プログラムの有効性を確認

した。 

②指導の詳細(ワークシート、タイムテーブル、注意事項、導線等)

や改善が必要な事項の対応策について次年度に向けて申し送り

した。 

③試行実施校によるモデル指導案を提示し他校と共有できた。 

 

【目標値との対比】 

試行実施学校数 小学校 1 校 中学校 2 校 

※小学校 1 校は悪天候(大雪)のため未実施  

※令和 5 年度に未実施校分を追加実施予定 

５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

①試行実施校の知見の全市的共有 

②各学校独自のキャリア教育カリキュラムとジュニア・アチーブ

メント日本の学習プログラムとの整合性の確認・調整 

 

【今後の方向性】 

①令和 5 年度からの本格実施により、プログラムの詳細を更新し

ながら、体験学習の質の向上および学校教育におけるキャリア

教育・学習の充実を目指す。 

②ジュニア・アチーブメント日本プログラムの位置づけを明確化

し、小学校 6 年間、中学校 3 年間でのキャリア教育プログラム

を設定する。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【社会教育分野】                  №  ６    

対象年度 ４年度 所管課名 生涯学習課 

１ 基 本 目 標 いつでも どこでも だれでも 学べる環境づくり 

２ 主 要 施 策 

1 現代的・社会的な課題に対応した生涯学習等の推進 

1-1【様々な学びの機会や情報提供の充実】 

ライフステージに応じた学びの機会や情報の提供等により、学

習意欲を喚起するとともに、地域と協働し、様々な事業の推進と

充実を図ります。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 中央公民館市民講座、各種講座教室等の開催 

(2)事業等の内容 

社会教育法の第 20 条には、公民館の目的について「公民館は、

市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教

育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養

の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会

福祉の増進に寄与することを目的とする。」とされており、中央

公民館や交流センターにおいては、よりよい地域社会を育むた

め、地域の実情や課題に応じた学級や講座を開催し、地域に住む

人々がいつでも気軽に学ぶことができるよう取り組んでいる。 

(3)事業等の目標値 

開催教室回数／266 回 受講者数／5,739 人 

※新型コロナウイルス感染症流行前の平成 30 年度の数値に、開

催回数・受講者数等を回復させることを目標とする。 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

市民が学びたい内容や、現代社会生活で必要とされる課題等を

テーマとした学習機会を提供し、集団での学習形態をとることに

より、参加者間のコミュニケーションを促し、相対的な学習効果

を高めるとともに、地域コミュニティ形成と維持を図ることを目

的として実施している。 

 

【成果】 

令和 3 年度と比較し、講座回数・受講者数ともに大幅に増加し

ている。また、嘉穂無線ホールディングスとの包括連携協定に基

づく講座を行い、特に小学生を対象とした STEAM 教育講座にて

好評を得ている。 

 

【目標値との対比】 

 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

講座回数 講座人数 講座回数 講座人数 講座回数 講座人数 

筑 穂 11 253 8 226 15 359 

立 岩 16 137 14 105 15 97 

鯰 田 12 139 17 142 22 147 

菰 田 26 376 19 323 31 469 

二 瀬 10 114 7 94 14 173 

幸 袋 13 90 11 98 16 135 

飯塚東 4 53 9 120 17 233 

穂 波 12 63 8 78 6 40 

鎮 西 7 76 6 62 15 150 

飯塚片島 2 16 16 115 38 559 

庄 内 12 182 8 122 12 238 
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頴 田 26 262 27 281 34 333 

中 央 3 33 2 21 4 52 

合 計 154 1,794 152 1,787 239 2,985 
 

５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

令和 3 年度と比較し、受講者数は大幅に増加しているが、定員

を割れる講座も多く、集客に苦慮していることには変わりがな

い。令和 5 年度は STEAM 教育講座を連続して行う予定である

ため、広報方法を検討する。また、交流センター間で講座開催数

にばらつきがあるため、嘉穂無線ホールディングスとの包括連携

協定に基づく講座の開催についてなど、周知を徹底するべきであ

る。 

 

【今後の方向性】 

令和 5 年度に行う講座において、広報手段を増やし、集客に努

める。（市 SNS での周知・学校へのチラシ配布など） 

また、各交流センター間で講座開催数にばらつきがあるため、

嘉穂無線ホールディングスとの包括連携協定に基づく講座の開

催についてなど、周知を徹底する。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【社会教育分野】                   №  ７    

対象年度 ４年度 所管課名 生涯学習課 

１ 基 本 目 標 いつでも どこでも だれでも 学べる環境づくり 

２ 主 要 施 策 

1 現代的・社会的な課題に対応した生涯学習等の推進 

1‐4【社会教育施設の整備・運営】 

社会教育施設・設備の整備を図り、事業内容の工夫や改善等を

行うことで、社会教育行政の発展と促進に努めます。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 社会教育行政に係る審議会等の開催 

(2)事業等の内容 

社会教育においては 3 つの附属機関（審議会）を開催し、それ

ぞれが関わる分野での意見具申をいただき、事業の活性化や円滑

な運営に反映させている。 

【社会教育行政全般】 

①社会教育委員の会（年 3 回開催）、 

②図書館行政全般に関しては図書館運営協議会（年 3 回開催）、 

③公民館の運営に関しては公民館運営審議会（年 2 回）において

審議されている。 

(3)事業等の目標値 

①社会教育委員の会：会議開催回数 3 回・会議出席者数 30 名 

          社会教育委員関連研修会参加人数 40 名 

②図書館運営協議会：協議会開催数 3 回・会議出席者数 30 名 

③公民館運営審議会：審議会開催数 2 回・会議出席者数 26 名 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

①可能な限り全委員が出席できるよう早期に日程調整に努めてい

る。また、知見を広めてもらうため、様々な社会教育及び社会

教育関連の研修会を周知し参加促進に努めた。 

②早期に日程調整を行うとともに、予定回数や協議内容において

確実に開催できるように着手した。 

③館長の諮問に応じ、公民館における各種事業の企画実施につい

て調査審議を行うため、年 2 回の審議会を開催している。 

 

【成果】 

①生涯学習体系を作成するにあたり、会の中で委員への積極的な

意見具申を求め、体系に反映させた。 

・開催回数 3 回（達成率 100％）出席者数 17／30（達成率 56.7％） 

・研修会参加人数達成率（4 回開催）参加人数 14／40（達成率 35％） 

②図書館が抱える課題や今後の運営方法等について協議する場と

することができ、指定管理者更新業務や子ども図書館整備事業

にも多くの意見等をいただき、検討することができた。 

・開催回数 3 回（達成率 100％）出席者数 21／30（達成率 70％） 

③改選の際に女性委員登用の働きかけを行ったことにより、令和 3

年度より女性登用率を上昇させることができた。また、運営審

議会において、公民館における各種事業の企画・実施について

の調査審議を行っていることから、地域住民の意見を反映した

運営が図られている。 

・開催回数 2 回（達成率 100％）出席者数 23／25（達成率 92％） 
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【目標値との対比】 

①社会教育委員の会                

          令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

開催数達成率  2 回（66.7％）  2 回（66.7％）  3 回（100％） 

出席者達成率 14 人（46.7％） 14 人（46.7％） 17 人（56.7％） 

 

②図書館運営協議会                

          令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

開催数達成率  3 回（100％）  3 回（100％） 3 回（100％） 

出席者達成率 23 人（76.7％） 22 人（73.3％） 21 人（70％） 

 

③公民館運営審議会                

          令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

開催数達成率  2 回（100％）  2 回（100％） 2 回（100％） 

出席者達成率 第１回：10 人

（76.9％） 

第 2 回：書面開催 

書面決議書回収率（100％） 

第１回：11 人

（84.6％） 

第 2 回：書面開催 

書面決議書回収率（100％） 

23 人（92％） 

 

５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

①生涯学習体系においてもコロナ禍に対応した新たな取り組みを

展開できるよう、社会教育委員の各専門的な意見が重要となる。

積極的な意見等が求められるよう情報共有と共通認識を一層強

めることが必要である。 

②令和 5 年度は 5 館すべての指定管理者制度導入が始まるので、

積極的な意見交換の場とする。 

③令和 3 年度より女性登用率は上昇したものの、未だ低水準であ

る。 

 

【今後の方向性】 

①委員の自主的な学習会や研修会の開催。筑豊教育事務所管内の

各種研修会の参加は予算を必要とせず、実施は可能である。 

②令和 5 年度は 5 館すべての指定管理者制度導入が始まるので、

市民アンケートでの意見聴取や本事業での積極的な意見交換を

行い、サービスの向上と平準化を図る。 

③本審議委員については、各交流センター運営審議会委員からの    

委嘱であるため、女性の登用率を増加させるために各交流セン

ターに呼びかけ協力を依頼する。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【社会教育分野】                   №  ８    

対象年度 ４年度 所管課名 文化課 

１ 基 本 目 標 個性豊かな 新しい文化の創造 

２ 主 要 施 策 

1 文化の振興・文化財の保護 

1-2【文化財保護の普及啓発】 

歴史と伝統に培われた貴重な文化資源を永く後世に伝えるた

め、文化財保護活動の充実や情報提供等、文化財に対する理解を

深める施策を推進します。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 企画展の開催 

(2)事業等の内容 

 飯塚市の歴史や文化についての理解を深めてもらい、また、歴

史資料館の魅力を知っていただくために、さまざまな分野の展示

を紹介する企画展を実施。春には、五月人形、冬には、お雛様な

どの伝統文化を展示して、夏には、平和について、秋には、特別

企画を実施して、年 4 回（春、夏、秋、冬）開催している。 

 

(3)事業等の目標値 

企画展開催中の入館者数→3,500 人 

 

企画展開催中の入館者増加率 

開催中の 1 日平均入館者数／開催していない日の 1 日平均入館

者数×100→200％ 

 

企画展開催中の入館者満足度 

満足したアンケート回答者数／アンケート回答者数×100 

→80％ 

 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

 春の企画は「伊藤家ゆかりの五月人形と郷土玩具展」として旧

伊藤伝右衛門邸と連携し五月人形等を展示すると共に、日本各地

の郷土玩具を 4 月 14 日から 5 月 17 日まで紹介した。 

 夏の企画は、「戦争と人々のくらし―戦艦「金剛」と太平洋戦争

―」として戦時資料等を展示し、戦争の悲惨さを紹介、平和につ

いて考えることを 7 月 21 日から 8 月 23 日まで実施した。 

 秋の企画は、「遠賀川流域の芝居小屋展」として嘉穂劇場をはじ

めとする遠賀川流域の芝居小屋について、関係資料を 10 月 21 日

から 12 月 6 日まで展示紹介し、飯塚市の文化財を紹介した。 

 冬の企画は、「四季が紡ぐ日本一小さな座敷雛展」として飯塚市

歴史資料館所蔵の雛人形などを 2月 4 日から 3 月 21 日まで展示し

て、伝統文化について紹介した。また、企画展の年 4 回（春、夏、

秋、冬）の実施は市報、ホームページ、報道機関への広報をして

入館者の増加を図った。 

 

【成果】 

 予定していた企画展を 4 回開催して、入館者数は令和 3 年度よ

りも増加した。特に秋の企画においては、新たに市が受け入れた

嘉穂劇場関係資料を展示公開して、飯塚市の歴史や文化について

の理解を深めていただいた。 

 



- 26 - 

【目標値との対比】 

入館者数 5,230 人（目標達成率 149.43％） 

企画展開催中の入館者増加率 248％（目標達成率 124％） 

入館者の満足度 75％（目標達成率 93.75％） 

 

５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

 新型コロナウィルス感染拡大の影響により落ち込んだ入館者数

の回復を図る必要がある。 

 

【今後の方向性】 

 展示内容を工夫するなど入館者のニーズに合った企画展を実施

する。新しい資料の収集、調査、展示を行う。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【社会教育分野】                   №  ９    

対象年度 ４年度 所管課名 文化課 

１ 基 本 目 標 個性豊かな 新しい文化の創造 

２ 主 要 施 策 

1 文化の振興・文化財の保護 

1-3【文化財の保存・継承・活用】 

文化財の保存・整備・活用を図るとともに、地域の文化や特色

を伝承する民俗芸能の保存・継承・活用に努めます。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 嘉穂劇場保存・整備事業の実施 

(2)事業等の内容 

 令和 3 年 9 月に民間より贈与された国登録有形文化財「嘉穂劇

場」は、築 90 年以上を経ており著しく老朽化が進んでいることに

加え、耐震対策（診断・補強工事）も未実施である。 

 文化財として保存するとともに、公共施設として活用するため

の整備を行い、劇場の保存活用を図る。 

(3)事業等の目標値 

①嘉穂劇場耐震調査等についての地質調査及び現地調査の実施 

②嘉穂劇場保存活用計画（劇場の文化財として保存すべき部分の

保存管理を行うとともに文化財の公開活用の方針を定める計

画）についての基礎調査（文献調査等）及び現地調査の実施 

③嘉穂劇場管理地（事務所等関連施設及び駐車場敷地）の取得（計

15 筆） 

④附属機関「飯塚市文化施設活用検討委員会」による嘉穂劇場の

活用に係る答申の受領 

 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

①耐震調査等業務委託契約を締結し、地質調査及び建物調査を完

了した。 

令和 5 年度末までに耐震性能を評価し、耐震補強計画（基本設

計相当）を策定予定。 

②計画策定支援業務委託契約を締結し、計画全 6 章中、第 1 章に

係る基礎調査及び第 2 章に係る現地調査を行い、各章の素案を

作成した。 

令和 5 年度末までに第 3 章以降を策定予定。 

③土地所有者との交渉を経て、所有権移転登記まで完了した。 

④令和 5 年 1 月まで計 7 回の附属機関会議を経て、同年 2 月に答

申を受けた。 

 

【成果】 

飯塚市文化施設活用検討委員会から、地域経済の発展に資する

ための利活用方策についての答申を得た。 

また、耐震診断調査と保存活用計画について委託契約の締結を

行い、今後の事業構成の基礎となる業務を実施できた。 

 

【目標値との対比】 

①、②ともに業務スケジュールどおりに令和 4 年度分実施業務を

行った。（実施率 100％） 

③購入筆数/購入予定筆数＝15 筆/15 筆（100%） 

④令和 5 年 2 月に附属機関より答申を受けた。（実施率 100％） 
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５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

 令和 5 年度には嘉穂劇場における 3 つの計画（耐震補強計画・

保存活用計画・改修計画）を策定する予定だが、これらは相互に

深く関連するものであり、それぞれ齟齬が生じないよう調整や進

捗管理を確実に行う必要がある。 

それに加え飯塚市文化施設活用検討委員会の議論・答申をどの

ように盛り込めるかを検討する必要があるため、高度な事業管理

が求められる。 

 

【今後の方向性】 

 収支計画や施設のライフサイクルを踏まえた維持修繕計画を含

む改修計画を策定し、嘉穂劇場が安定した運営を行えるよう保存

整備を行う。 
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飯塚市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況についての点検及び評価 

点検及び評価シート【社会教育分野】                   №  １０      

対象年度 ４年度 所管課名 生涯学習課 

１ 基 本 目 標 次代の飯塚市を担う ひとづくり 

２ 主 要 施 策 

1 自分らしい生き方を求め実現していく教育の推進 

1-1【キャリア教育の推進】 

子どもたちが将来を豊かに生きていけるよう、それぞれにふさわ

しいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を育て

るキャリア教育を推進します。 

３ 

取 

組 

・ 

事 

業 

の 

内 

容 

(1)事 業 等 名 子どもたちの夢・未来を育む体験型キャリア教育事業の推進 

(2)事業等の内容 

公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本が提供する小学 5 年

生対象の経済体験学習「スチューデント・シティ」及び中学 1 年生

（7 年生）対象の生活設計体験学習「ファイナンス・パーク」の実

施に必要な環境を穂波庁舎 3 階に整備し、管理する。 

また、体験学習当日に児童生徒の活動をサポートする市民ボラン

ティアを登録し、派遣する。 

(3)事業等の目標値 
体験学習実施回数／市民ボランティア活動実践者数 

（スチューデント・シティ 3 回／延べ 42 人、ファイナンス・パーク 3 回／延べ 45 人） 

４ 取組状況・成果・目

標値との対比など 

【取組状況】 

穂波庁舎 3 階の空きスペースを有効利活用し、体験学習に必要な

環境を整備する。また、生涯学習ボランティアネットワーク事業登

録者や児童生徒の保護者等に対してボランティア募集を行い、各体

験学習当日にボランティア派遣している。 

 

【成果】 

体験学習に必要な備品や情報ネットワーク環境の整備を行った。

また、市民ボランティアを令和 5 年 1 月から 2 月にかけて試行的に

実施された体験学習に派遣し、児童生徒の活動をサポートした。 

 

【目標値との対比】 

  令和 4 年度 

スチューデント・シティ 
実施回数 2 回（66.7%） 

活動実践者数 20 人（47.6%） 

ファイナンス・パーク 
実施回数 3 回（100%） 

活動実践者数 31 人（68.9%） 
 

５ 取組・事業の課題、

今後の方向性など 

【課題】 

令和 5 年 8 月から体験学習が本格実施予定されているため、本事

業の協賛企業や主管課等と協議し、より実際の社会に近い学習環境

を整備していく必要がある。また、市民ボランティアの登録人数を

増やし、事業の趣旨や活動内容について、理解を深めてもらう必要

がある。 

 

【今後の方向性】 

令和5年1月から2月にかけて試行的に実施された結果を踏まえ、

体験学習のブースをより良いものとなるよう整備する。また、チー

フ的な役割を担える市民ボランティアを育成し、そのボランティア

に新規参加や経験の少ないボランティアへの助言等をしてもらう。 
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参考資料                                            

１ 令和 4 年度 教育委員会会議付議議案等一覧 

（１）教育委員会会議付議案件 

件   名 提出日 

臨時代理の承認(飯塚市学校運営協議会委員の任命) R4.4.20 

飯塚市立小中一貫校長の任命 R4.4.20 

飯塚市文化施設活用検討委員会委員の委嘱 R4.4.20 

令和 4 年度教育に係る補正予算 R4.5.19 

飯塚市学校運営協議会委員の任命 R4.5.19 

飯塚市学校運営協議会委員の任命 R4.6.29 

飯塚市いじめ・不登校問題連絡協議会委員の委嘱又は任命 R4.6.29 

飯塚市心身障がい児(生)就学指導委員会委員の委嘱又は任命 R4.6.29 

飯塚市立学校通学区域審議会委員の委嘱又は任命 R4.6.29 

飯塚市公民館運営審議会委員の委嘱 R4.6.29 

飯塚市社会教育委員の委嘱 R4.6.29 

飯塚市図書館運営協議会委員の任命 R4.6.29 

飯塚市文化財保護審議会委員の委嘱 R4.6.29 

飯塚市立学校管理規則の一部を改正する規則 R4.7.15 

飯塚市立子ども図書館整備等検討委員会設置要綱の制定 R4.7.15 

飯塚市給食運営審議会委員の委嘱又は任命 R4.7.15 

飯塚市社会教育委員の委嘱 R4.7.15 

令和 4 年度教育に係る補正予算 R4.8.23 

損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解（嘉飯地区中学校新人バレーボール

大会での負傷事故） 

R4.8.23 

教育財産の用途廃止(旧潤野小学校) R4.8.23 

飯塚市内小中学校等における新型コロナウイルス感染症対策に係るPCR検査事業実

施要綱の一部を改正する告示 

R4.9.27 

飯塚市給食運営審議会臨時委員の委嘱又は任命 R4.9.27 

飯塚市教育委員会事業評価結果(令和 3 年度分) R4.10.17 

令和 4 年度教育に係る補正予算 R4.11.22 

損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解(学校施設における児童の転倒事故) R4.11.22 

飯塚市教育職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 R4.11.22 

飯塚市立図書館条例の一部を改正する条例 R4.11.22 

指定管理者の指定(飯塚市立図書館) R4.11.22 

飯塚市学校運営協議会委員の任命 R4.11.22 

飯塚市公民館運営審議会委員の委嘱 R4.11.22 

飯塚市文化振興審議会委員の委嘱 R4.11.22 

飯塚市いじめ・不登校問題連絡協議会委員の委嘱 R4.12.22 

飯塚市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則 R5.1.26 

飯塚市立図書館利用者登録及び利用者カードに関する取扱要綱の一部を改正する告

示 

R5.1.26 
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令和 4 年度教育に係る補正予算 R5.2.16 

令和 5 年度教育に係る当初予算 R5.2.16 

飯塚市立子ども図書館整備等検討委員会設置要綱の一部を改正する告示 R5.2.16 

令和 5 年度教職員の人事異動等 R5.3.8 

令和 5 年度事務局職員の人事異動等 R5.3.22 

令和 5 年度飯塚市教育施策要綱 R5.3.22 

飯塚市教育委員会が管理する個人情報の保護に関する法律施行規則  R5.3.22 

飯塚市教育委員会職員の名称に関する規則の一部を改正する規則 R5.3.22 

飯塚市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則 R5.3.22 

飯塚市文化会館条例施行規則の一部を改正する規則 R5.3.22 

教育財産の用途廃止(旧目尾児童館) R5.3.22 

 

 

 

（２）教育委員会会議報告案件 

件   名 提出日 

飯塚市立飯塚東小学校における転倒のケガについて R4.4.20 

押印の見直しに伴う関連規則の整備に関する規則(補助執行事務) R4.4.20 

飯塚市放課後児童クラブの名称及び定員の告示について(補助執行事務) R4.4.20 

令和 4 年度飯塚市「学校開放日」、運動会・体育会及び修学旅行の日程等について R4.4.20 

飯塚市立小学校総合的な学習の時間体験活動費補助金交付要綱の一部改正について

(補助執行事務)  

R4.5.19 

令和 4 年度「第 41 回 飯塚市少年の船事業」の中止について R4.5.19 

旧称 成人式の今後の名称及び令和 5 年開催概要について R4.5.19 

飯塚市奨学資金貸付審議会委員の委嘱について(補助執行事務) R4.6.29 

令和 3 年度版 飯塚市の生涯学習体系の作成について R4.6.29 

第 41 回飯塚新人音楽コンクールについて R4.6.29 

令和 4 年第 3 回飯塚市議会定例会の結果について R4.7.15 

飯塚市立小・中学校給食残さい率について R4.7.15 

令和 4 年第 4 回飯塚市議会定例会の結果について R4.10.17 

サイエンスモール in 飯塚 2022 の実施報告について R4.10.17 

飯塚市立図書館の指定管理者に係る指定候補者の報告について R4.11.22 

令和 4 年度飯塚市奨学資金貸付審議会に係る諮問及び答申について(補助執行事務) R4.11.22 

第 17 回小中一貫教育全国サミットについて R4.11.22 

飯塚市文化施設活用検討委員会の中間答申について R4.11.22 

令和 4 年第 6 回飯塚市議会定例会の結果について R4.12.22 

学校給食費滞納に対する法的措置の専決処分について R4.12.22 

第 8 回古代山城サミット飯塚大会の実施について R4.12.22 

飯塚市文化財保存活用地域計画の認定について R5.1.26 

令和 5 年第 1 回飯塚市議会定例会の結果について R5.2.16 

学校給食費滞納に対する法的措置の専決処分について R5.2.16 
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学校給食調理等業務の受託候補者特定について R5.2.16 

令和 4 年度飯塚市二十歳を祝う会の結果報告について R5.2.16 

令和 5 年第 2 回飯塚市議会定例会の結果について R5.3.22 

第 3 次飯塚市教育施策の大綱について R5.3.22 

飯塚市学校教育プラン R5 の策定について R5.3.22 

第 2 期飯塚市立小・中学校における教職員の働き方改革プランの策定について R5.3.22 

心身障がい児(生)の就学等について R5.3.22 

飯塚市庄内生活体験学校臨時休館日の試行的実施の延長について R5.3.22 

飯塚市文化施設活用検討委員会答申について R5.3.22 

 


